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９月定例会

（仮称）道の駅用地の取得費
                   1億4505万円余
旧臼石荘借用地の取得費

1935万円余 ･････ P2・3
平成29年度決算

一般質問10名

町の農業振興策は
成人式の今後は ほか ････････････ P6～12

いいね
押してね

　

子どもにもわかりやすいさくほのお金 ････ P4・5
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議
案
第
66
号

（
仮
称
）
道
の
駅
用
地
の
取
得
費

１
億
４
５
０
５
万
円
余

●
佐
久
穂
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　

総
額
…
…
８
０
億
９
４
４
９
万
４
千
円

　

基
金
繰
入
…
１
億
２
６
０
０
万
円

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　

１
４
億
１
８
２
０
万
２
千
円

●
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　

１
３
億
２
６
７
７
万
４
千
円

　

基
金
繰
入
…
…
…
１
３
０
０
万
円

●
住
宅
改
修
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　

９
０
３
万
２
千
円

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　

２
４
１
０
万
６
千
円

　

基
金
繰
入
…
…
…
…
…
９
０
万
円

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　

７
４
９
５
万
７
千
円

　

基
金
繰
入
…
…
…
…
１
４
０
万
円　
　
　
　
　
　
　

●
住
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
３
１
万
９
千
円

●
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　

３
億
７
８
２
８
万
円

　

基
金
繰
入
…
…
…
…
１
５
０
万
円

●
索
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　

１
億
１
８
４
８
万
７
千
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　

１
億
３
０
５
５
万
１
千
円

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

●
議 

案

●
地
権
者
10
名

１
万
７
６
６
３
㎡
（
約
５
３
５
２
坪
）

９　

月

定
例
会

９
月
６
日
〜
９
月
20
日

全
議
案

全
議
案  

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

千ヶ日向団地

予 定 地

国道２９９
号

大石川団地
大 石 川

千ヶ日向
総合

グラウンド

国
道
１
４
１
号

中
部
横
断
自
動
車
道

清水町

議
案
第
67
号

旧
臼
石
荘
借
用
地
の
取
得
費

１
９
３
５
万
円
余

●
地
権
者
９
名

　

２
万
８
９
７
４
㎡
（
約
８
７
８
０
坪
）

●
認 

定
（
29
年
度
各
会
計
）

議
案
第
53
号

佐
久
穂
町
の
役
場
の
位
置
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

庁
舎
を
新
築
す
る
に
あ
た
り
役
場
の
位
置

を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め

議
案
第
54
号

佐
久
穂
町
役
場
出
張
所
設
置
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

八
千
穂
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
出
張
所
を
設

け
る
必
要
が
あ
る
た
め

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

議
案
第
55
号

佐
久
穂
町
特
別
職
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

議
案
第
56
号

佐
久
穂
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

議
案
第
57
号

議
案
第
58
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

６
７
１
０
万
６
千
円
を
減
額

１
２
億
９
６
７
８
万
円
と
す
る

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

議
案
第
59
号

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度
佐
久
穂
町
一
般
会
計

補
正
予
算

２
億
１
３
７
７
万
４
千
円
を
追
加　

８
２
億
８
２
３
７
万
２
千
円
と
す
る

１
２
５
３
万
６
千
円
を
追
加

１
３
億
９
２
５
３
万
６
千
円
と
す
る

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

議
案
第
60
号

住
宅
改
修
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

５
万
円
を
減
額

９
０
３
万
５
千
円
と
す
る

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

議
案
第
61
号

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

７
０
万
３
千
円
追
加

２
５
４
０
万
３
千
円
と
す
る

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
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決
算
審
査
意
見
書

●
承 

認

ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
　

佐
久
穂
町

議
会
改
革
特
別
委
員
会
一
同

　

こ
の
度
は
「
佐
久
穂
町
議
会
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
ご

協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
頂
戴
し
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
コ
メ
ン
ト

は
、
今
後
の
佐
久
穂
町
議
会
の
方

向
性
を
決
め
る
上
で
、
重
要
か
つ

貴
重
な
資
料
、
ご
意
見
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
議
会
改
革
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
返
信
用
封
筒

に
住
所
及
び
記
名
欄
を
記
載
い
た

し
ま
し
た
の
は
郵
便
法
に
も
と
づ

く
も
の
で
す
が
、
個
人
情
報
は
保

護
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
委
員
会
の

説
明
不
足
に
よ
り
、
大
変
御
迷
惑

を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
事
を
心
よ

り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
議
員
一
同
、
町
民
の
皆

様
の
た
め
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

議
会
ア
ン
ケ
ー
ト

１ 

未
収
金
対
策
に
つ
い
て

町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
未
収

金
が
発
生
し
て
い
る
。
公
平
な
税
制

確
立
の
た
め
、
早
期
に
実
態
を
把
握

分
析
し
、
法
的
措
置
を
前
提
と
し
た

効
果
的
な
措
置
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

２ 

借
地
の
賃
借
料
に
つ
い
て

設
置
当
初
か
ら
賃
借
料
が
変
わ
っ

て
い
な
い
。
経
済
変
動
に
伴
い
土
地

の
価
格
も
変
動
し
て
い
る
の
で
、
定

期
的
に
賃
借
料
の
見
直
し
の
検
討
を

要
望
し
ま
す
。

３ 

町
有
施
設
の
必
要
性
の
見
直
し

設
置
当
初
の
も
く
ろ
み
か
ら
ず
れ

が
生
じ
た
施
設
の
維
持
が
必
要
で
あ

る
か
、
検
討
を
要
望
し
ま
す
。（
自
然

園
周
辺
の
マ
レ
ッ
ト
場
な
ど
）

４ 

予
算
編
成
に
つ
い
て

財
源
確
保
が
厳
し
く
な
る
中
、
適

正
な
見
積
り
の
精
査
と
執
行
見
通
し

に
留
意
し
、
事
務
の
効
率
化
を
め
ざ

し
経
費
の
節
減
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

５ 

支
払
い
事
務
処
理
に
つ
い
て

不
用
額
が
目
立
つ
係
が
あ
る
。
支

出
に
関
す
る
事
務
処
理
の
基
準
を
設

け
、
よ
り
一
層
適
正
な
会
計
処
理
が

行
わ
れ
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

議
案
第
62
号

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

９
７
万
８
千
円
を
追
加

７
７
９
８
万
６
千
円
と
す
る

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

議
案
第
63
号

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算

１
４
０
万
４
千
円
を
追
加

３
億
８
９
６
５
万
６
千
円
と
す
る

議
案
第
64
号

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

１
１
３
万
９
千
円
を
追
加

１
億
３
６
０
０
万
６
千
円
と
す
る

議
案
第
68
号

財
産
の
無
償
貸
し
付
け
に
つ
い
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
業
務
停
止
に
伴
う
緊
急

対
策
と
し
て
、
難
視
聴
地
域
の
上
地
区
に

共
同
受
信
施
設
を
建
設
。
地
元
組
合
が
設

立
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
無
償
で
貸
し
付
け

を
行
い
、
安
定
的
か
つ
良
好
な
視
聴
環
境

を
確
保
す
る
も
の
で
す

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

承
認
第
10
号

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

茂
来
館　

空
調
設
備
熱
交
換
器
交
換

６
８
０
万
４
千
円

承
認
第
11
号

保
育
園
３
園
エ
ア
コ
ン
工
事

９
３
３
万
８
千
円

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

諮
問
第
２
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

●
畠
山  
敏
雄 

氏

　
　

全
員
賛
成
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。保育園エアコン保育園エアコン

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー
•
ー

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

常
勤
整
形
外
科
医
着
任
に
よ
る
収
入
増

１
４
９
１
万
８
千
円
を
追
加

１
８
億
１
３
６
６
万
８
千
円
と
す
る

議
案
第
65
号

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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10 月現在
町民 1万 1227 人で計算

気にな
る佐久穂町の気にな
る佐久穂町の

平成29年度決算の詳細につきましては
広報さくほ10月号P4,5 又は佐久穂町ホームページ
（http:/www.town .sakuho.nagano.jp）をご覧ください。

QRコードを
使うには？

479万円

461万円

29万円 6％

給料

パート収入

両親・兄弟からの援助

貯金の取りくずし

前年の残り 借金

食費

医療費

借金の返済

水道光熱費

親類・友人への援助

貯金

家族への援助

自宅の修理

71万円 15％85万円 18％

24万円 5％

55万円 12％

56万円 12％ 58万円 13％

83万円 18％

29万円 6％

27万円
　6％

64万円 13％

320万円  67％

13万円
26万円

5％
3％

スキー場のさいふ
千曲病院専用のさいふ

老人施設専用のさいふ
◯入1億 1849万円
◯出1億 1545万円

App Store か google 
playからQRコードリー
ダーをダウンロード♪
そのアプリでコードを
撮って！

（一般会計）平成29年10月時点

貯金 基金
76億9646万円

平成 28年度の収入が 500万円の家庭の場合

（平成 29年決算時）

借金借金と貯金貯金 収入

専用のさいふ専用のさいふ

（町民 1人あたり）

約59万1000円

（町民 1人あたり）

約68万5500円

特別会計

介護保険用のさいふ

◯入17億 6398万円
◯出19億 5884万円

◯入3億 7828万円
◯出3億 7538万円

◯入13億 2677万
◯出13億 192万

平平成

支出

借金残高

337万円

貯金残高

463万円

他にも５つの専用さいふがあるのよ

？

借金 町債
66億360万円

平成29年度の収入支出を平成29年度の収入支出を
グラフ グラフ でで見てみると？見てみると？
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さくほのお金お金

決 算決 算
子 ど も に も わわ か り や す い

入ってきたお金お金
80億9449万円

使ったお金お金
78億434万円

さくほののお金お金

地方交付税の割合

佐久穂町では
51.5％で約 41億円。

ちなみに長野市は
12.7％で約 200億円。
軽井沢町は 0％と
なっているわ。

子子 ど

平成29年度

町
の
力
で
得
た
お
金

借金

国
や
県
か
ら
も
ら
っ
た
お
金

町税

地方
交付税

国庫支出金
県支出金

人件費

扶助費

公債費

繰出金他

10億8611万円10億8611万円

1億 9984万円1億 9984万円

4億 3463万円4億 3463万円

2億 2716万円2億 2716万円

41億1710万円41億1710万円

3億 1930万円3億 1930万円

9億 1738万円9億 1738万円

4億 5057万円4億 5057万円
5531万円5531万円

12億12億 821万円821万円

4億 9409万円4億 9409万円

13億9571万円13億9571万円

8億 3277万円8億 3277万円

9億 5118万円9億 5118万円

7382万円7382万円

9億9億 500万円500万円

4億4億 595万円595万円

15億3761万円15億3761万円

2億 9018万円2億 9018万円

困っているみなさんを
助けるお金

給料などに払うお金

借金を返すお金

地区や地域へ払うお金

事務用品・電気・ガソリンなど
日常に使うお金

建物などを保つお金

道路等を修理するお金

いざというときのために
貯めておくお金

みなさんから
税として集めたお金

保育園・老人ホームに
入ったお金など

貯金をとりくずしたお金

その他からもらったお金

国や銀行から借りたお金

国や県からもらう
使い道が決められたお金

その他国からもらえるお金

国からもらう
自由に使えるお金

その他で得たお金

くりこしたりためたりするお金くりこしたりためたりするお金

割合

ふつうのふつうの
さいふさいふ

しらかばちゃんが解説!

一般会計

2億 8709万円2億 8709万円
昨年の残ったお金

別のさいふにうつすお金
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町
長　

従
来
の
政
策
に
あ
わ
せ
、
引

き
続
き
花
卉
・
果
樹
・
野
菜
と
い
っ

た
特
産
品
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
中
山
間
地
直
接
支
払
事
業
や
多

面
的
機
能
直
接
支
払
事
業
も
進
め
ま

す
。

問　

町
の
施
策
に
よ
り
現
在
の
農
業

生
産
が
維
持
さ
れ
て
い
る
事
は
理
解

で
き
る
が
、
遊
休
農
耕
地
は
年
々
増

加
し
、
新
規
就
農
者
も
こ
こ
２
〜
３

年
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
従
来

問　

近
年
、
町
内
各
地
に
遊
休
農
耕

地
や
不
耕
作
地
が
増
え
て
い
る
。
町

は
こ
れ
ま
で
農
業
振
興
策
で
、
何
を

重
点
的
に
進
め
ま
し
た
か
。

町
長　

生
産
基
盤
の
整
備
や
循
環
型

農
業
の
推
進
、
特
産
品
づ
く
り
な
ど

も
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
特
に
農
業

担
い
手
育
成
と
有
害
鳥
獣
被
害
防
止

を
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

問　

今
後
の
農
業
振
興
策
を
ど
う
進

め
ま
す
か
。

の
や
り
方
だ
け
で
は
不
十
分
で
は
。

産
業
振
興
課
長　

新
規
就
農
者
に
つ

い
て
は
、
ど
う
案
内
す
れ
ば
来
て
頂

け
る
か
機
会
を
捉
え
て
推
進
し
ま
す
。

問　

国
・
県
の
新
規
就
農
支
援
は
原

則
45
歳
ま
で
。
地
域
の
専
業
農
業
者

の
後
継
者
づ
く
り
で
は
難
し
く
、
子

育
て
終
了
の
55
歳
や
定
年
の
60
歳
ま

で
町
単
独
事
業
と
し
て
就
農
支
援
策

を
実
施
で
き
な
い
か
？

産
業
振
興
課
長　

町
で
も
幅
広
い
方

に
就
農
い
た
だ
く
様
、
55
歳
ま
で
の

新
規
就
農
者
に
一
回
限
り
で
す
が
50

万
円
の
補
助
金
を
支
給
し
支
援
し
て

い
ま
す
。

意
見　

そ
れ
は
良
い
事
で
す
が
一
回

限
り
で
は
不
十
分
。
３
年
と
か
農
業

大
学
校
へ
の
就
学
支
援
な
ど
も
検
討

頂
き
た
い
。
農
業
後
継
者
の
確
保
に

は
、
町
単
独
の
支
援
策
や
農
山
漁
村

振
興
交
付
金
制
度
を
利
用
し
た
農
業

基
盤
や
就
農
環
境
の
整
備
を
進
め
る

事
が
必
要
で
す
。
町
全
体
で
の
検
討

頂
き
た
い
。

問　

観
光
施
設
を
民
営
化
し
た
時
点

で
の
町
の
観
光
政
策
を
ど
の
様
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
商
工
観
光
担
当
職

員
は
直
営
の
運
営
業
務
に
忙
殺
さ
れ
、

本
来
の
観
光
振
興
策
の
企
画·

調
整·

宣
伝
活
動
が
十
分
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
は
期
待
で
き
ま
す
。

問　

高
速
道
路
開
通
を
活
か
す
喫
緊

の
課
題
に
ど
う
取
り
組
む
み
ま
す
か
。

町
長　

高
速
道
路
網
の
整
備
に
よ
り

日
帰
り
観
光
圏
と
な
り
、
通
過
型
観

光
に
な
っ
て
ま
す
。
滞
在
型
の
展
開

に
は
民
営
化
に
よ
る
視
点
や
「
佐
久

穂
町
の
将
来
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
考

え
る
会
」
の
検
討
を
参
考
と
し
て
い

き
ま
す
。

意
見　

観
光
振
興
は
従
来
の
延
長
で

な
く
、
観
光
協
会
事
務
局
長
に
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集
す
る
と
か
、

道
の
駅
建
設
に
総
務
省
の
ロ
ー
カ
ル

１
０
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

策
定
申
請
な
ど
検
討
頂
き
た
い
。

総
合
政
策
課
長　

現
時
点
で
検
討
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
検
討
し
得
る
と
考

え
ま
す
。

国
の
方
針
に
と
ら
わ
れ
な
い

具
体
策
は

髙
見
澤  

研
二

町
長　

町
の
方
針
は
尊
重
・
勉
強
し
、
住
民

益
を
考
え
取し

ゅ

捨し
ゃ

選せ
ん

択た
く

し
な
が
ら
進
め
ま
す

総
合
政
策
課
長

問問

問問

町
長

問問

産
業
振
興
課
長

問問

意
見
意
見

佐
久
穂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
の
効
果
は

髙
橋  

康
徳

町
長　

開
通
と
同
時
に
効
果
は
現
れ
て

い
る
と
考
え
ま
す

意
見
意
見

問問

町
長

今
後
の
農
業
振
興
策
を

ど
う
進
め
る
か

出
浦  

修
身

町
長　

花
卉
・
果
樹
・
野
菜

な
ど
特
産
品
の
振
興
を

白駒の紅葉白駒の紅葉

問問町
長

町
長

産
業
振
興
課
長
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問 

開
通
に
当
た
り
町
が
負
担
し
て
き
た
コ
ス

ト
及
び
将
来
的
に
負
担
し
て
い
く
コ
ス
ト
は
。

町
長　

佐
久
穂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
つ

い
て
は
、
国
で
工
事
を
行
い
平
成
28
年
度
か
ら

30
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
、
約
２
億
７
千
万
円

を
支
払
っ
て
い
ま
す
。
取
り
付
け
道
路
と
し
て

整
備
さ
れ
た
町
道
の
整
備
費
は
工
事
費
・
用
地

取
得
費
等
を
含
め
約
13
億
３
千
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
佐
久
穂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
維

持
管
理
費
と
し
て
、
本
年
度
９
百
万
円
を
予
算

計
上
し
て
い
ま
す
。

建
設
課
長　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
・
町
道

整
備
で
総
額
15
億
９
千
４
７
６
万
円
で
あ
る
が

交
付
金
、
補
助
金
ま
た
合
併
特
例
事
業
債
等
の

交
付
税
措
置
分
等
を
勘
案
す
る
と
実
質
の
町
負

担
分
は
４
億
６
千
７
６
７
万
円
余
と
な
り
ま
す
。

問　

佐
久
穂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
よ
る

効
果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町
長　

ア
ク
セ
ス
道
路
に
関
し
て
は
、
殆
ど
が

町
内
業
者
の
受
注
で
あ
り
経
済
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
ま
す
。
ま
た
町
内
の
利
用
者
の
８
割
が

佐
久
穂
イ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

総
合
政
策
課
長　

多

額
の
負
担
は
あ
っ
た

が
十
分
に
設
置
の
意

義
は
あ
っ
た
と
考
え

ま
す
。
様
々
な
施
策

で
価
値
が
高
ま
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

災
害
対
策
に
関
し
て
の
考
え
方
つ
い
て

問　

地
震
に
よ
る
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓
練

ま
た
、
そ
の
た
め
の
装
備
品
を
配
備
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
？

町
長　

訓
練
に
つ
い
て
は
来
年
度
以
降
の
課
題

と
さ
せ
て
下
さ
い
。

総
務
課
長　

装
備
品
に
つ
い
て
は
消
防
団
と
協

議
を
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

水
害
対
策
用
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
が
近
隣
で
は

北
部
消
防
署
、
佐
久
警
察
署
そ
れ
ぞ
れ
１
台
し

か
配
備
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
町
と
し

て
装
備
し
た
ら
ど
う
か
。

総
務
課
長　

佐
久
広
域
連
合
消
防
本
部
等
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
対
応
を
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　

大
規
模
火
災
の
発
生
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
？

町
長　

お
盆
に
発
生
し
た
火
災
と
同
様
の
火
災

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
注
意
喚
起
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
防
火
服
の
装
備
に
つ
い
て
補
正
予

算
等
を
含
め
て
順
次
配
備
を
進
め
ま
す
。

提
案　

規
模
の
大
き
な
火
災
の
発
生
す
る
可
能

性
が
町
内
各
地
で
考
え
ら
れ
る
が
、
対
応
す
る

た
め
の
訓
練
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
ほ
う
が
良

い
と
考
え
る
。
佐
久
穂
町
地
域
防
災
計
画
も
し

っ
か
り
と
し
た
見
直
し
を
し
て
、
実
効
性
の
あ

る
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

　

こ
の
他
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用

し
た
観
光
振
興
策
等
に
つ
い
て
質
問
・
提
案
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

問　

任
期
の
折
り
返
し
を
控
え
て
い
る
今
、
次

の
４
点
に
つ
い
て
町
長
の
所
信
を
伺
う
。

問　
　

８
月
17
日
南
牧
村
で
開
催
さ
れ
た
、
佐

久
地
域
問
題
研
修
会
は
「
地
方
行
財
政
の
課
題
」

と
題
し
た
講
演
で
し
た
が
、
町
長
と
し
て
の
感

想
を
伺
い
た
い
。

町
長　

去
る
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
来
年
度

か
ら
の
３
年
間
、
地
方
財
政
計
画
の
一
般
財
源

総
額
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
水
準
を
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
た
事
で
、
ひ
と
ま
ず
安
心
と
い

っ
て
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
「
早
く
競
争

力
を
つ
け
ろ
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
も

感
じ
ま
し
た
。
中
長
期
的
に
は
安
心
し
て
い
ら

れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

問　
　

国
の
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
１
８
」（
骨
太
方
針
）
の
中
身
を
見

る
と
、
さ
ら
な
る
合
併
へ
の
圧
力
も
感
じ
る
。

地
に
足
を
し
っ
か
り
付
け
た
、
佐
久
穂
町
の
独

自
性
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
具
体
的
な
施
策
は
。

町
長　

骨
太
方
針
の
多
く
は
、
国
レ
ベ
ル
の
取

り
組
み
で
す
が
、
国
が
方
針
を
示
し
た
な
ら
ば

ま
ず
は
尊
重
し
、
勉
強
し
ま
す
。
そ
し
て
今
回

の
補
正
予
算
に
Ｒ
・
Ｐ
・
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ッ
ク
・

プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
） 

の
試
行
運

用
経
費
を
計
上
し
た
よ
う
に
、
町
民
益
を
考
え
、

取
り
入
れ
る
べ
き
は
取
り
入
れ
る
、
取
捨
選
択

を
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

総
合
政
策
課
長　

Ｒ
・
Ｐ
・
Ａ
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
中
で
動
く
マ
ク
ロ
に
似
た
シ
ス
テ
ム
で
、

パ
ソ
コ
ン
内
に
導
入
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
決
め

ら
れ
た
動
き
を
繰
り
返
す
技
術
で
す
。
税
務
課

で
の
試
行
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

問　
　

佐
久
穂
町
総
合
計
画
の
中
の
実
施
計
画

（
活
動
計
画
）
を
ロ
ー
リ
ン
グ
し
な
が
ら
、
今

後
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
成
果
・
実
績
に
繋
げ

て
い
く
か
。

町
長　

就
任
以
来
、
公
約
実
現
に
向
け
て
早
い

ペ
ー
ス
で
実
施
計
画
上
か
ら
予
算
化
し
、
施
策

を
実
行
し
て
き
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
面
の
み
な
ら

ず
、
ソ
フ
ト
面
に
も
力
を
い
れ
、
懸
案
事
項
を

一
歩
ず
つ
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
　

ま
ち
づ
く
り
の
思
い
や
具
体
像
を
、
職

員
や
町
民
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
、
共
有
し
て
い

く
か
。

町
長　

佐
久
穂
町
が
生
ま
れ
て
か
ら
絶
え
間
な

く
続
い
て
い
る
お
出
か
け
町
長
室
、
隔
月
で
掲

載
し
て
い
る
「
広
報
さ
く
ほ
」
の
コ
ラ
ム
な
ど

で
、
自
身
の
考
え
を
語
り
掛
け
る
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
も
深
く
政
策
に
つ

い
て
お
話
し
す
る
の
は
議
会
で
す
の
で
、
議
会

の
傍
聴
や
議
会
だ
よ
り
の
ほ
か
、
議
員
の
皆
様

か
ら
町
民
の
反
応
を
お
返
し
い
た
だ
く
事
で
、

相
互
の
情
報
交
換
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

中
部
横
断
自
動
車
道
に
つ
い
て

問
１
問
１

町
長

問問町
長

町
長

建
設
課
長

総
務
課
長

問問町
長

問問

問問

提
案
提
案

問問

町
長

問
２
問
２

問
３
問
３

問
４
問
４

町
長

町
長

町
長

総
合
政
策
課
長

おでかけ町長室おでかけ町長室

災
害
対
策
に
関
し
て
の
考
え
方
つ
い
て

総
合
政
策
課
長

総
務
課
長

佐久穂 IC佐久穂 IC

問問
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職
員
の
副
業

問　

人
手
不
足
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
多

様
化
か
ら
、
公
務
員
の
副
業
を
解
禁

す
る
動
き
が
あ
る
が
町
の
考
え
は
。

町
長　

一
部
で
解
禁
さ
れ
て
い
る
の

は
承
知
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
公
務

員
に
な
っ
た
時
の
宣
誓
書
の
宣
言
に

基
づ
い
て
働
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

※
佐
久
穂
町
建
設
工
事
共
同
企
業
体

運
用
基
準
第
５
条　

こ
の
運
用
基

準
に
よ
り
が
た
い
特
別
な
事
由
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
都
度
町
長
の

承
認
を
得
て
、
別
段
の
定
め
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

終
わ
っ
て
ひ
と
言　

こ
ど
も
課
長
よ

り
反
問
を
受
け
、
行
政
へ
の
要
求
で

は
な
く
議
員
立
案
の
重
要
性
を
感
じ

た
。
奨
学
金
減
免
制
度
に
限
ら
ず
、

条
例
改
正
案
や
新
条
例
作
成
の
た
め

に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

一
部
を
町
有
地
と
し
て
維
持
す
る
可

能
性
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

臼
石
荘
の
事
業
用
地
以

外
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
町
有
地

と
し
て
維
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ

ろ
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
の
業
者
選
定

問　

例
規
に
則
り
、
統
合
小
中
学
校

臼
石
荘
の
用
地
購
入

問　

購
入
の
目
的
は
。

町
長　

民
間
譲
渡
を
模
索
す
る
中
で
、

借
地
で
あ
る
こ
と
が
公
募
の
ネ
ッ
ク

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
購

入
す
る
方
向
と
な
り
ま
し
た
。

問　

一
括
売
却
す
る
と
、
臼
石
荘
や

吊
橋
ま
で
の
進
入
に
問
題
が
生
じ
る
。

建
設
時
の
入
札
参
加
基
準
を
踏
襲
す

る
か
。

副
町
長　

ご
質
問
の
案
件
は
業
者
選

定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、

発
言
す
る
こ
と
で
一
部
の
利
益
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
発
言
を
控
え
ま
す
。

問　

町
の
建
設
工
事
共
同
企
業
体
運

用
基
準
に
よ
る
と
、
今
回
参
加
で
き

る
業
者
は
１
社
と
な
る
。
運
用
基
準

の
第※

５
条
を
勘
案
す
べ
き
機
会
で
は

な
い
か
。

町
長　

運
用
す
る
か
ど
う
か
は
、
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

新
卒
者
の
地
元
就
職

問　

佐
久
市
で
は
市
の
奨
学
金
基
金

で
、
市
内
居
住
で
市
内
に
限
ら
ず
就

職
し
て
い
れ
ば
償
還
金
の
⅓  免
除

と
い
う
規
定
が
あ
る
。
同
等
の
施
策

は
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
課
長　

若
年
層
の
地
元
定
着

や
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
と
な
れ
ば
、

様
々
な
奨
学
金
に
対
す
る
制
度
設
計

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
元
出
身
者
で

な
く
て
も
、
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｊ
タ
ー
ン

の
若
者
定
住
に
対
す
る
施
策
も
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

政
策
条
例
の
議
員
立
案
を
希
望
し
ま

す
。

学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

石
井  

正
行

教
育
長　

検
討
の
た
め
の
準
備
を
始
め

ま
し
た

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
効
果
は

岡
部  

勝
一

町
長　

定
期
接
種
導
入
後
、
県
単
位
で
は

効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す

地
元
居
住
で
奨
学
金
返
済

一
部
免
除
を

井
出  

正
臣

こ
ど
も
課
長　

様
々
な
奨
学
金

や
新
卒
Ｉ
タ
ー
ン
も
考
慮
し
た

施
策
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は

現在の臼石荘現在の臼石荘

臼
石
荘
の
用
地
購
入

新
卒
者
の
地
元
就
職

職
員
の
副
業

新
庁
舎
建
設
の
業
者
選
定

問問 問問

問問

こ
ど
も
課
長

問問町
長

町
長

副
町
長

問問

問問

町
長

総
務
課
長

終
わ
っ
て
ひ
と
言

終
わ
っ
て
ひ
と
言
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問　

肺
炎
は
、
日
本
人
死
因
の
３
位
に
あ
げ
ら

れ
る
重
大
な
疾
患
で
す
。
高
齢
に
な
る
程
、
重

症
化
し
死
亡
者
も
増
え
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
26

年
度
か
ら
５
年
間
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
が
、
65
才
以
上
の
対
象
者
に
制

度
化
さ
れ
ま
し
た
。
導
入
後
の
現
在
の
実
情
と
、

あ
と
半
年
程
の
対
応
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長　

接
種
に
伴
う
リ
ス
ク
も
あ
り
、
御
本
人

の
意
思
を
尊
重
し
た
い
が
勧
奨
は
続
け
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長　

５
年
間
の
対
象
者
の
約
半
数

２
０
２
５
人
が
今
年
７
月
末
ま
で
に
接
種
さ
れ

て
い
ま
す
。
未
接
種
の
方
の
確
認
が
し
づ
ら
く
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

医
療
費
削
減
の
効
果
と
推
計
は
ど
う
か
。

町
長　

推
計
値
は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
一
人

当
た
り
、
年
４
〜
８
万
円
の
医
療
費
削
減
効
果

が
例
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
単
位
で
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
県
単
位
で
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長　

高
齢
者
の
死
亡
原
因
は
、
直

接
要
因
の
病
名
と
関
係
し
ま
す
が
、
肺
炎
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
、
増
減
は
あ
り
ま
す
が
、
減

少
し
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
の
医
療
費
効
果
も

あ
る
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

問　

接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
が
ま
だ
半
数
以
上

い
る
今
、
一
人
も
漏
れ
な
く
接
種
で
き
る
様
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

健
康
福
祉
課
長　

長
崎

県
の
町
で
行
っ
た
先
行

試
験
の
数
値
が
、
当
町

に
も
当
て
は
ま
る
と
思

い
ま
す
。
か
な
り
期
待

で
き
る
効
果
で
す
。

問　

風
疹
患
者
が
都
市
部
を
中
心
に
急
増
し
て

い
る
。
厚
労
省
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
検
討
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
が
、
町
の
対
応
は
。

町
長　

厚
労
省
か
ら
８
月
、
注
意
喚
起
が
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
妊
婦
を
守
る
観
点
か
ら
、
妊
婦

の
夫
、
子
ど
も
を
含
む
同
居
家
族
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。
当
町
で
は
年
度
末
で
20
才
以
上
、
50

才
未
満
の
方
で
、
接
種
を
勧
め
ら
れ
た
り
、
抗

体
価
の
低
か
っ
た
方
へ
、
３
千
円
の
補
助
を
し

て
い
ま
す
。
妊
娠
前
や
出
産
後
も
こ
の
補
助
制

度
は
利
用
可
能
で
す
。

問　

教
育
現
場
で
の
「
が
ん
教
育
」
の
対
応
に

つ
い
て
。

教
育
長　

が
ん
教
育
の
手
引
き
か
ら
、
健
康
と

命
の
大
切
さ
、
健
康
管
理
、
正
し
い
知
識
を
持

つ
教
育
の
推
進
を
、
今
後
も
進
め
ま
す
。

問　

出
前
講
座
と
し
て
が
ん
体
験
者
の
話
、
専

門
医
に
よ
る
授
業
の
導
入
も
必
要
だ
が
。

こ
ど
も
課
長　

学
校
保
健
医
連
絡
会
に
、
学
校

医
は
佐
久
病
院
、
千
曲
病
院
か
ら
２
名
づ
つ
又
、

保
健
師
、
学
校
薬
剤
師
、
学
校
評
議
員
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
な
ど
か
ら
話
を
聞
き
、
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問　

中
学
３
年
生
を
対
象
に
血
液
検
査
と
ピ
ロ

リ
菌
の
検
査
の
実
施
を
希
望
し
た
い
。

こ
ど
も
課
長　

実
施
の
目
的
と
、
義
務
づ
け
で

な
い
こ
と
を
明
確
に
し
、
検
討
し
た
い
。

問　

災
害
時
の
安
全
と
安
心
と
し
て
備
蓄
品
に

液
体
ミ
ル
ク
の
導
入
と
、
情
報
入
手
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
が
必
要
と
考
え
る
が
、
対
応
は
ど
う
か
。

町
長　

液
体
ミ
ル
ク
は
追
加
し
た
い
。

一　

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問　

保
育
園
・
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
は
。

こ
ど
も
課
長　

特
別
支
援
教
室
の
４
教
室
、
音

楽
室
の
３
教
室
、
パ
ソ
コ
ン
室
の
２
教
室
、
職

員
室
、
図
書
室
、
保
健
室
、
小
諸
養
護
学
校
の

分
教
室
、
保
育
園
で
は
３
園
共
に
未
満
児
保
育

室
、
３
歳
児
以
上
の
遊
戯
室
に
設
置
完
了
し
ま

し
た
。

問　

教
育
委
員
会
の
考
え
方
、
今
後
の
計
画
は
。

教
育
長　

検
討
の
た
め
の
資
料
準
備
、
設
置
費

や
事
業
費
が
ど
れ
位
に
な
る
の
か
、
そ
の
財
源

を
ど
う
す
る
の
か
な
ど
の
検
討
の
た
め
の
準
備

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
財
源
に
つ
い

て
、
国
や
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
今
後
の
計
画

を
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

夏
場
の
小
学
生
の
通
学
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

逆
効
果
で
は
。

教
育
長　

学
校
に
は
通
学
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
種
類

や
着
用
に
つ
い
て
の
検
討
を
す
る
よ
う
お
願
い

を
い
た
し
ま
し
た
。

問　

高
齢
者
の
熱
中

症
対
策
は
。

町
長　

町
の
熱
中
症

対
策
の
基
本
は
、
国

・
県
と
同
様
に
予
防

の
周
知
で
す
。
熱
中

症
の
危
険
性
や
予
防

方
法
等
を
説
明
し
て

お
り
ま
す
。

　

二　

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て

問　

町
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

各
家
庭
に
お
い
て
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
の　

一
環
と
し
て
家
庭
の
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
も
、

啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

保
育
園
・
小
中
学
校
で
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

保
育
園
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
芝
居

等
に
よ
り
、
小
中
学
校
で
は
給
食
だ
よ
り
に
よ

り
給
食
へ
の
関
心
や
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
残

量
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。　

　

三　

農
地
法
の
下
限
面
積
緩
和
に
つ
い
て

問　

現
状
（
全
域
30
ア
ー
ル
）
を
全
域
10
ア
ー

ル
以
上
に
。

農
業
委
員
会
長　

農
業
経
営
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
、
ま
た
専
業
農
家
か
ら
兼
業
農
家
が

進
展
す
る
中
に
お
き
ま
し
て
、
農
業
委
員
会
で

は
、
町
の
農
業
振
興
整
備
計
画
や
そ
の
他
の
政

策
等
で
、
町
か
ら
要
望
等
あ
れ
ば
そ
れ
ら
も
勘

案
い
た
し
ま
し
て
、
農
業
者
の
農
地
集
積
な
ど
、

効
率
的
な
経
営
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
総
合
的

に
判
断
し
な
が
ら
、
下
限
面
積
の
見
直
し
に
つ

い
て
毎
年
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問　

住
宅
に
付
属
し
た
農
地
は
１
ア
ー
ル
以
上

に
。
又
、
近
年
の
検
討
状
況
は
。

農
業
委
員
会
長　

毎
年
一
回
以
上
検
討
し
て
お

り
ま
し
て
、
他
の
と
こ
ろ
聞
き
ま
す
と
、
そ
の

時
は
１
ア
ー
ル
以
上
で
取
得
し
ま
す
け
れ
ど
、

そ
の
後
、
農
業
を
や
ら
な
く
な
っ
て
や
め
る
ケ

ー
ス
も
多
い
で
す
。
色
々
な
状
況
を
踏
ま
え
ま

し
て
、
農
業
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
つ
も
り

で
お
り
ま
す
。

　
　

　

四　

農
業
機
械
の
安
全
に
つ
い
て

問　

事
故
削
減
に
町
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を
。

町
長　

関
係
機
関
と
連
携
し
、
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
周
知
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
長

問問町
長

町
長

こ
ど
も
課
長

教
育
長

問問

町
長

問問

問問

問問

町
長

町
長

町
長

教
育
長

農
業
委
員
会
長

健
康
福
祉
課
長

通学ヘルメット通学ヘルメット

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て

農
地
法
の
下
限
面
積
緩
和
に
つ
い
て

農
業
機
械
の
安
全
に
つ
い
て

問問問問問問問問問問 こ
ど
も
課
長

農
業
委
員
会
長

問問問問

教
育
長

教
育
長

問問

問問 問問 問問こ
ど
も
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

問問

肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン
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交
通
輸
送
の
課
題
も
出
て
く
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長　

人
工
透
析
を
受
け

て
い
る
方
は
増
え
て
い
ま
す
。
幸
い

な
こ
と
に
医
療
費
や
交
通
費
に
よ
り

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と
い
う
よ
う

な
方
は
、
今
の
と
こ
ろ
出
て
き
て
い

な
い
状
況
で
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
の

進
化
を
進
め
、
地
域
の
多
様
な
個
人

や
団
体
に
も
協
力
頂
き
、
多
様
な
取

り
組
み
、
交
通
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が
構

築
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
海
町
で
行
っ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
事
業
は
、
予
算
の
確
保
、
げ

ん
で
る
号
利
用
者
減
少
に
よ
る
経
営

苦
、
ま
た
町
の
公
費
に
よ
る
支
援
の

在
り
方
等
に
問
題
が
あ
り
、
げ
ん
で

る
号
と
の
両
立
は
困
難
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
は
住

民
の
利
便
性
の
観
点
か
ら
大
変
優
れ

て
い
ま
す
の
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
の
中
で
、
研
究
し
て
い
く
価
値
は

あ
る
と
考
え
ま
す
。

会
議
、
掲
示
板
等
で
周
知
や
対
応
を

し
て
い
ま
す
。

問　

ど
ん
な
御
意
見
、
要
望
が
あ
っ

た
か
。

総
務
課
長　

電
車
の
本
数
を
増
や
し

て
ほ
し
い
、
遊
ぶ
場
所
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
等
の
要
望
で
す
。
窓
口
で
直

接
、
ま
た
日
当
直
者
に
電
話
で
の
御

意
見
等
は
、
総
務
課
に
引
き
継
が
れ
、

や
さ
し
い
町
づ
く
り

問　

御
意
見
箱
は
機
能
し
て
い
る
か
。

町
長　

町
民
の
声
の
箱
は
、
佐
久
庁

舎
、
八
千
穂
庁
舎
、
茂
来
館
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
御
意
見
は
担
当
課
へ

の
送
付
と
理
事
者
へ
の
報
告
と
な
り

ま
す
。
年
に
３
か
ら
４
件
程
度
で
す
。

各
課
対
応
で
可
能
な
も
の
は
各
課
、

全
庁
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
課
長

で
き
る
だ
け
早
い
解
決
を
す
る
よ
う

対
応
し
て
い
ま
す
。

問　

役
場
窓
口
で
の
接
客
に
つ
い
て
、

改
善
策
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

集
合
朝
礼
で
親
切
で
丁
寧
な

対
応
に
向
け
訓
示
し
、
課
長
会
議
に

お
い
て
、
課
長
、
係
長
は
窓
口
で
の

職
員
対
応
に
目
を
配
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
か
ら
も
行
動
す
る
よ
う
指
示
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
全
職
員
を
対
象
と

し
た
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
を
隔
年
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
全
職
員
が
受
講
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

問　

交
通
弱
者
対
策
と
し
て
、
げ
ん

で
る
号
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
、
遠
隔
地

タ
ク
シ
ー
で
対
応
で
き
な
い
利
用
者

へ
の
対
策
に
つ
い
て
。
一
番
に
、
透

析
患
者
さ
ん
と
、
町
内
の
病
院
で
は

対
応
で
き
な
い
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、

な
る
べ
く
経
済
的
負
担
を
少
な
く
し

て
、
自
分
の
行
き
た
い
病
院
へ
行
け

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
も
う
一
つ

の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、

げ
ん
で
る
号
が
う
ま
く
利
用
で
き
な

い
方
、
道
が
狭
く
、
家
の
近
く
ま
で

来
て
も
ら
え
な
い
方
、
そ
し
て
、
げ

ん
で
る
号
が
運
用
さ
れ
な
い
日
、
時

間
帯
に
利
用
し
た
い
方
へ
の
支
援
は
、

ど
ん
な
支
援
が
考
え
ら
れ
る
か
。

町
長　

生
活
の
足
の
確
保
、
交
通
弱

者
に
対
す
る
施
策
を
整
備
し
て
き
ま

し
た
が
、
超
高
齢
化
社
会
に
な
り
、

地
域
や
個
々
の
世
帯
に
置
か
れ
て
い

る
実
情
も
変
化
し
て
お
り
、
新
た
な

民
間
包
括
業
務
委
託
の
メ
リ
ッ
ト
は

髙
見
澤  

春
野

町
長　
ス
リ
ム
な
行
政
運
営
、
様
々
な

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
原
動
力
と
す

る
こ
と
で
す

総
務
課
長

町
の
農
業
振
興
策
は

倉
澤  

治
貴

町
長　

多
面
的
機
能
支
払
交
金
制
度

の
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す

交
通
弱
者
対
策
、

ど
ん
な
支
援
が
あ
る
か

須
田  

良
子

町
長　

新
た
な
交
通
輸
送
の

課
題
も
出
て
く
る
と
考
え
て
お

り
ま
す

町民の声専用ポスト（佐久庁舎）町民の声専用ポスト（佐久庁舎）

や
さ
し
い
町
づ
く
り

問問

問問

問問

健
康
福
祉
課
長

町
長

町
長

問問

町
長
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公
共
工
事
の
発
注
及
び
監
理
に
つ
い
て

問　

当
町
に
お
い
て
建
設
業
は
重
要
な
産
業
の

一
つ
で
あ
り
、
公
共
土
木
事
業
は
そ
の
大
き
な

柱
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
発
注
形
態
は
公
正
か

つ
透
明
性
が
求
め
ら
れ
る
。
町
の
入
札
制
度
に

お
い
て
、
積
算
内
訳
の
開
示
、
最
低
制
限
価
格

の
引
上
げ
、
積
算
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
の
対

応
は
。

町
長　

建
設
工
事
入
札
契
約
情
報
公
表
要
領
に

基
づ
き
、
設
計
額
２
５
０
万
以
上
の
指
名
競
争

入
札
の
場
合
、
入
札
者
名
、
金
額
及
び
落
札
者

名
と
金
額
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
内
訳
書
の
開

示
に
つ
い
て
も
実
施
の
方
向
で
検
討
し
て
い
ま

す
。
最
低
制
限
価
格
は
国
交
省
の
算
出
基
準
を

適
用
し
て
い
ま
す
。
積
算
等
に
誤
り
が
認
め
ら

れ
た
場
合
は
入
札
を
中
止
し
、
設
計
、
積
算
を

や
り
直
し
再
入
札
と
し
て
い
ま
す
。

問　

工
事
監
理
及
び
評
価
に
つ
い
て
、
完
成
し

た
構
築
物
等
は
町
の
財
産
と
な
り
優
良
な
建
設

業
者
の
存
在
と
育
成
は
町
の
発
展
に
極
め
て
重

要
。
工
事
管
理
者
の
配
置
な
ど
業
者
の
施
工
体

制
の
把
握
は
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
完
成
工
事

に
対
す
る
評
価
を
行
う
べ
き
で
は
。
そ
し
て
高

度
な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
監
理
業
務
に
つ
い

て
は
、
先
の
土
木
振
興
会
の
よ
う
な
組
織
の
設

置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

施
工
計
画
書
に
よ
り
施
工
体
制
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
実
績
は
コ
リ
ン
ズ
登
録
で
把
握

し
て
い
ま
す
。
工
事
評
価
技
術
者
の
育
成
、
外

注
及
び
専
門
職
の
臨
時
雇
用
等
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
あ
り
今
後
調
査
、
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

問　

建
設
業
界
は
疲
弊
し
て
い
る
。
積
算
は
、

県
単
価
を
採
用
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
最
低
制

限
価
格
の
設
定
は
県
の
基
準
に
引
き
上
げ
る
べ

き
で
は
。

町
長　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な

方
々
と
協
議
し

て
ま
い
り
た
い

と
、
今
日
の
意

見
を
本
当
に
真

摯
に
受
け
と
め

ま
す
。

農
業
振
興
策
に
つ
い
て

問　

当
町
で
は
多
く
の
町
民
が
農
地
を
保
有
し

そ
の
84
％
が
兼
業
農
家
で
あ
る
。
機
械
化
が
進

ん
だ
と
は
い
え
兼
業
で
の
農
業
は
大
変
で
あ
り
、

そ
れ
な
り
の
対
価
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。

こ
う
し
た
現
状
が
後
継
者
及
び
若
者
か
ら
敬
遠

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
農
業
後
継
者
不
足

対
策
、
遊
休
農
地
活
用
へ
の
施
策
、
ま
た
農
業

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
農
地
改
良
等
に
取
組
む
考

え
は
。

町
長　

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
と
新
規
就

農
支
援
事
業
等
に
よ
り
就
農
者
の
確
保
を
図
っ

て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
な
い
農
地
に
つ
い
て
は

各
種
交
付
金
の
活
用
に
よ
り
解
消
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
山
腹
水
路
の
整
備
に
よ
り
安
定
化
、

集
約
化
が
計
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。
水

路
や
農
道
の
保
全
、
管
理
、
施
設
の
長
寿
命
化

等
地
域
や
団
体
が
協
働
活
動
を
実
施
す
る
こ
と

で
受
け
ら
れ
る
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度

の
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
を
包
括
業
務
委
託
し

て
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

町
長　

国
の
方
針
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
臨
時

職
員
の
町
民
雇
用
が
継
続
で
き
、
ス
リ
ム
な
行

政
運
営
、
魅
力
あ
る
地
域
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
原
動
力
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

総
合
施
策
課
長　

今
ま
で
不
足
し
て
い
た
部
分

が
補
充
さ
れ
る
こ
と
、
担
当
職
員
の
負
担
の
軽

減
で
他
の
業
務
へ
の
時
間
が
増
え
る
こ
と
、
外

部
委
託
の
契
約
事
務
の
一
本
化
で
事
務
の
軽
減

が
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

問　

現
地
事
務
所
を
な
ぜ
置
か
な
い
の
か
。

こ
ど
も
課
長　

受
託
者
の
判
断
に
な
り
ま
す
。

総
合
施
策
課
長　

町
全
体
の
雇
用
者
が
30
人
程

に
な
た
と
き
に
は
設
置
す
る
考
え
で
す
。

問　

運
転
手
の
休
憩
所
の
環
境
改
善
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
。

こ
ど
も
課
長　

受
託
者
の
責
任
に
お
い
て
行
わ

れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
受
託
者
か
ら
話

が
あ
れ
ば
協
議
の
中
で
進
め
て
い
く
段
取
り
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

問　

現
地
責
任
者
の
常
駐
が
必
要
で
は
な
い
か
。

こ
ど
も
課
長　

必
要
と
あ
れ
ば
協
議
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

給
食
費
補
助
の
今
後

問　

一
食
百
円
の
給
食
費
補
助
の
今
後
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

町
長　

任
期
の
４
年
間
、
安
定
し
て
可
能
で
あ

れ
ば
続
け
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

道
徳
の
教
科
化

問　

道
徳
の
教
科
化
で
ど
の
よ
う
な
評
価
を
す

る
の
か
。

教
育
長　

文
科
省
は
５
点
に
留
意
し
具
体
的
な

評
価
を
示
し
ま
し
た
。

一
、
評
価
は
数
字
で
は
な
く
記
述
式
で
行
う

二
、
単
元
ご
と
の
個
々
の
内
容
で
は
な
く
大

き
な
く
く
り
の
中
で
行
う
。

三
、
他
の
児
童
生
徒
と
の
比
較
で
は
な
く
、

個
人
が
い
か
に
成
長
し
た
か
を
受
け
と

め
、
励
ま
す
も
の
。

四
、
学
習
活
動
に
お
い
て
多
面
的
、
多
角
的

な
見
方
へ
発
展
し
て
い
る
が
、
道
徳
的
理

解
を
自
分
自
身
の
か
か
わ
り
の
中
で
深
め

て
い
る
か
。

五
、
児
童
生
徒
の
取
り
組
み
を
一
定
の
ま
と

ま
り
の
中
で
捉
え
る
こ
と
。

　

長
い
ス
パ
ン
で
そ
の
子
が
ど
う
成
長
し
て
き

た
か
見
て
い
く
評
価
の
仕
方
で
す
。

公
共
工
事
の
発
注
及
び
監
理
に
つ
い
て

町
長

問問町
長

町
長

問問

町
長

問問問問 町
長

町
長

総
合
政
策
課
長

入札の様子（模擬）入札の様子（模擬）

農
業
振
興
策
に
つ
い
て

通学バスと休憩所通学バスと休憩所

給
食
費
補
助
の
今
後

道
徳
の
教
科
化

問問

問問

問問

問問

こ
ど
も
課
長

問問教
育
長

問問

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

総
合
政
策
課
長
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２
０
２
０
年
度
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
国
際

化
教
育
に
利
用
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

こ
ど
も
課
長　

県
教
委
か
ら
の
投
げ

か
け
が
あ
れ
ば
、
町
も
積
極
的
に
受

け
と
め
て
佐
久
穂
町
の
子
ど
も
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

通
じ
て
、
国
際
理
解
に
ど
う
か
か
わ

れ
る
か
、
学
校
と
と
も
に
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

成
人
式
・
３
０
歳
の
成
人
式
に
つ
い

て
　
　

２
０
１
４
年
度
の
民
法
改
正
後

の
成
人
式
や
30
歳
成
人
式
を
ど
う
す

る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

基
本
的
に
18
歳
と

い
う
年
齢
が
ま
だ
学
生
だ
と
い
う
こ

と
で
、
一
般
的
に
考
え
る
と
実
施
す

る
の
は
無
理
で
は
な
い
か
と
い
う
見

解
を
持
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

今
の
現
状
で
あ
る
20
歳
の
成
人
式
を

佐
久
穂
小
中
学
校
の
国
際
化
教
育
に

つ
い
て

　
　

２
０
１
９
年
度
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
国
際
化
教
育
に
利

用
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

こ
ど
も
課
長　

２
０
１
９
年
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
開
催
に
伴
い
、
佐
久
穂
小

中
学
校
と
し
て
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
直
接
的
に
か
か
わ
る
独
自
の
取

り
組
み
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
お
り

ま
す
府
中
市
と
の
関
係
の
中
で
、
国

際
理
解
の
機
会
が
で
き
れ
ば
い
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
過
日
、
府
中
市
教

育
委
員
会
指
導
主
事
が
お
み
え
に
な

っ
た
折
も
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
話
題

に
な
り
、
こ
れ
か
ら
府
中
市
の
中
学

生
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
く

か
の
検
討
を
始
め
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
佐
久
穂
町
の
子
ど
も
も
一
緒
に

応
援
が
で
き
れ
ば
と
投
げ
か
け
て
お

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ず
っ
と
継
承
し
て
い
き
た

い
と
い
う
の
が
、
率
直
な
思
い
で
あ

り
ま
す
。

総
合
政
策
課
長　

30
歳
成
人
式
に
つ

い
て
は
、
同
窓
会
支
援
補
助
金
に
よ

る
金
銭
的
な
支
援
を
行
っ
た
上
で
、

こ
れ
か
ら
相
談
を
し
な
が
ら
決
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
成

人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
っ
て
対
象

年
齢
等
を
変
更
す
る
、
あ
る
い
は
中

間
年
齢
に
設
定
す
る
と
い
う
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

意
見　

新
し
い
佐
久
穂
町
の
成
人
式

の
形
や
、
成
人
に
な
っ
て
も
佐
久
穂

町
に
か
か
わ
れ
る
き
っ
か
け
や
企
画

づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

成
人
式
の
今
後
は

西
部  

元
和

町
長　
も
う
一
度
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
地
元
や
自
分
の
人
生
を
考

え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
し
た
い

30 歳成人式30 歳成人式

佐
久
穂
小
中
学
校
の

国
際
化
教
育
に
つ
い
て

成
人
式
・

30
歳
の
成
人
式
に
つ
い
て

問問

問問

こ
ど
も
課
長

問問生
涯
学
習
課
長

総
合
政
策
課
長

こ
ど
も
課
長

意
見
意
見

議会議員も元気をもらいました

現在の町議会議員の報酬は月額18万
5千円ですが、どう感じますかQ15

無回答 3.2%

今のままで
良い
30.5%

多い
33.4%

わからない
24.1%

少ない
8.8%

2018 ❻議会だより第 53 号 P6「佐
久穂町議会に関するアンケート調査」
Q15 の円グラフが間違っておりまし
た。おわびして訂正いたします。

割合の数字が正しいもので、円グラ
フの面積が不適切でした。

おわびと訂正



視察視察及び研修研修活動等の報告
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中部横断自動車道建設促進佐久地域議員連盟 平成 30年度総会
■ 日　時：平成30年７月 17日 （火）
■ 場　所：南牧村中央公民館 大会議室
■ 概　要：

１．

平成30年度町村議会議員研修会２．

平成30年度佐久地域問題研修会３．

群馬県上野村議会交流会４．

佐久地区の市町村議員 88名、県議 6名の参加の下、依田明善会長のあいさつに続き、長
野県建設部長から八千穂高原ＩＣ以南の長野県内の 1キロ帯が決定した事が報告されま
した。総会では本道路の更なる整備推進が決議されました。

■ 日　時：平成30年７月 20日 （金）
■ 場　所：伊那市　長野県伊那文化会館
■ 参　加：

■ 概　要：この日は、山梨学院大学法学部 江藤俊昭教授が「これからの町村議会のあり方：２つの
意味での急展開を踏まえて」と、長野県立大学 田村 秀教授が「観光による地域振興」と
題して講演頂きました。
江藤教授は議員のなり手不足の要因や課題、総務省が設置した「町村議会のあり方に関す
る研究会」の報告について講演されました。一方、田村教授は観光による地域振興につい
て、群馬県みなかみ町の取り組みや自身が関わったＢ１グランプリの展開とまちおこしの
事例などを紹介しました。

■ 日　時：平成30年 8月 17日 （金）
■ 場　所：南牧村　八ヶ岳グレイス ホテル
■ 概　要：この研修会は南佐久郡町村会主催により南佐久６

ケ町村の職員と議員が一堂に会し地域の共通の問
題や事案を研修するものです。
この日は前総務事務次官で現在は㈱野村総合研究
所 顧問の佐藤文俊氏が「地方行財政の課題」と題して講演されました。
佐藤氏は政府の地方行財政運営に関する各種委員会の報告を基に、地方財政の課題、地方
税制の課題、そして地方行政の課題について、国の政策展開に伴う地域の課題・問題点に
ついて解説され、興味深い研修となりました。

■ 日　時：平成30年 10月 2日 （火）
■ 場　所：群馬県　上野村
■ 概　要：毎年交互に訪問し、共通課題への対処や産業・観

光施設の視察など交流を深めるもので、今年は当
町が上野村を訪問いたしました。
この日は上野村が今年から導入した「はなまる授
業」の取組みの説明を受けた後、地方創生拠点整
備交付金を得て整備した「山の駅」川和自然公園
総合案内所や、総工費８億９千万円を投じて整備
中の「道の駅」上野を見学し見聞を広めました。

本研修会は長野県議会議長会主催の議員研修会で、県内全域から多数の町村議会議員が参
加し、佐久穂町議会からは 14名全員が参加しました。

新装された「道の駅」上野新装された「道の駅」上野



本議会では平成 29年度佐久穂町一般会計歳入歳出決算など 10件の決算認定案件及び 30年度一般会
計補正予算など 16件の議案他承認案 2件などが上程され、総務文教委員会及び経済福祉常任委員会のそ
れぞれ所管する案件が付託されました。常任委員会ではそれぞれ 9月 13日・14日の両日にわたり慎重
審議の結果、全案件が認定及び可決すべきものと採決されました。

　建設課では説明に先立ち、昨年度工事を行った
馬越地区の幹線水路整備工事や町道海瀬穴原線の
工事個所（写真）など 4カ所の現地視察を行いま
した。上区の池の尾橋の改修工事は、新工法採用
により、工費圧縮が図ったとの事でした。

「平成 29年度一般会計歳入歳出決算」
審議での質疑・意見事項の一部

Ｑ．八千穂高原の花木園・マレットゴルフ場は年
々入場者が減少しているが、運営改善の見
直しできないか

Ａ．八千穂高原での親子連れを狙った施設ですが、
今後さらに施設の点検整備を進め集客増を
図ってまいります。

意見．マレットゴルフ場の看板も草に隠れ見え難
くなっています。園内の草刈り管理など一層
の整備をお願いします。
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委員会活動から委員会活動から　　～委員会審査～～委員会審査～

健康福祉課、産業振興課、建設課が所管する歳出事

項の概要は次の通りです。

健康福祉課関連では、民生費17億3216万円の内、

　社会福祉費：１１億４８５４万円

　老人福祉費： ３億６８７５万円　

　障害福祉費： ２億８６９４万円　

の決算が説明されました。主な歳出項目としては、社

会福祉費では、八千穂福祉センターのボイラー補修費

2017万円、臨時福祉給付金3424万円、老人福祉費では、

地区公民館の介護予防拠点整備事業補助金7650万円、

障害福祉費の障害福祉サービス給付費 2億5090万円

などとなっています。

産業振興課関係では、農林水産費、商工費、で、

主な歳出は、

　農　業　費： ２億６２９１万円

　林　業　費： １億２７５１万円

　商　工　費： １億６５４８万円となりました。

建設課は土木費の総額で、10億5341万円の歳出で、

主な歳出項目は、

　土木管理費： １億2876万円

　道路橋梁費： ４億4057万円

　下水道費　： ４億6417万円　となっています。

町道 海瀬穴原線町道 海瀬穴原線

平成29年度佐久穂町一般会計歳入歳出決算

■経済福祉常任委員会
索道事業（スキー場）特別会計では、

　歳入：１億１８４９万円、

　歳出：１億１８４５万円　

となりましたが、一般会計借入

金と公債費（償還金）を除いた

実質収支は今年も、4617万円

の赤字経営となりました。

歳入面でジュニアランドの収入が伸び悩んだこと、歳

出面では平日の第4リフトの運転中止など様々な営業

努力の説明がありました。

昨年比約100万の収益改善は有りましたが、赤字体

質の脱却には至っておりません。

直営営業が最終年となる見込みで、更なる営業努力

への要望が寄せられました。

平成29年度索道事業特別会計決算

総額2億1378万円の補正のうち、本委員会所管分

の主な補正は歳出で、老人福祉費で650万円の減、土

木費で1672万円の増額補正です。土木費は道路橋梁

費で宮前橋歩道部の桁下塗装工事を、前年工事に併せて

実施しコスト削減すべく工事を計画した旨の説明があ

りました。

平成30年度一般会計補正予算
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平成29年度一般会計決算

問　「道の駅」用地の取得予定額の根拠は
答　不動産鑑定士により宅地並みとして鑑定、
造成費用を引いた価格です。

歳入決算額は 8,094,494 千円、歳出決算額は

7,804,337千円、翌年度繰越額39,729千円であり、

差し引いた実質収支額は250,428千円の余剰が生じ、

基金に126,000千円を積み立てました。

問　全国町村会災害対策費用保険料（625,470 円）とは
答　避難指示・勧告を発令等したことによる、
避難所の設置、食品の給与等の費用を負担す
ることによって被る損害に対して保険金が支
払われます。

問　政策アドバイザーの今後は
答　H31年度までで、一旦検証します。

問　小水力発電は
答　今年水量を図り、事業性がある結果が出れ
ばスタートします。町の補助率½  です。

問　同窓会事業の見直しは
答　25歳から45歳までを70歳までと引き上げました。

問　税金滞納者に訪問し状況の確認を
答　納税相談等で最低限の生活を守るというこ
とで対応しています。

問　ホームセンターでの有価物回収について
答　強いて町が立ち入ることではありません。

問　蜂の巣駆除の対応は
答　公共施設は町で、個人は業者を紹介します。

問　こどもセンターの交付税参入率は
答　48.7 パーセントです。

問　財産処分に伴う交付金の返金とは
答　H21 年に中央小学校の改修工事を補助金
で行ったが、学校が廃止となった為です。　

問　正月用門松印刷代 12,000 枚の理由
答　旧八千穂村は昔から1戸に4枚配布しています。

問　生涯学習館外周草刈り委託料は
答　職員が平地を刈り、のり面は危険が伴うの
で業者に委託します。

平成29年度特別会計決算
〇国民健康保険特別会計

歳入総額1,418,202千円、歳出総額1,417,008

千円、差引残高1,194千円、収入未済額は43,559

千円で、前年度比13,300千円の減少です。

条例の制定
〇新庁舎の位置を現庁舎と同じ、大字高野町 569 番

地とする。

〇役場出張所を名称：佐久穂町八千穂福祉センター内

出張所、　位置：大字畑 143番地 1とする。

〇こどもセンター中庭の整備について

主に芝生とウッドチップが敷き詰められブルーベ

リーが植栽されます。砂場が設置されます。

そ  の  他

補正額 213,774 千円増額し、予算総額 8,282,372

千円です。

平成30年度一般会計補正予算

問　「道の駅」について
答　旧佐久西小・八千穂中の仮置き土を埋める
までは無償予定、土は足りないが、できる限
り年度末までに埋める予定です。

「道の駅」用地の取得予定額 145,053,015 円

旧臼石荘用地の取得予定額 19,354,632 円です。

財産の取得について

条例の制定
問　部活指導員とは
答　 現 在 2 名、1,600 円 / 時、1 名 あ た り
210 時間 / 年　（1 回 2 時間× 3 日 / 週×
35 週）教員免許不要、出張費用は支払われ
ます。

■総務文教常任委員会

八千穂 IC 周辺八千穂 IC 周辺

生涯学習館 茂来館生涯学習館 茂来館
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■
就
農
の
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
ん
で

す
か
？

東
京
の
会
社
で
営
業
の
仕
事
を
し
て

い
て
身
体
を
壊
し
ま
し
て
、
園
芸
療
法

の
方
向
か
ら
興
味
を
も
っ
て
作
業
と
し

て
の
農
業
に
入
っ
た
ん
で
す
が
、
産
業

と
し
て
の
農
業
そ
の
も
の
が
好
き
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
そ
の
魅
力
は
ズ
バ
リ
何
で
し
ょ
う
ね
？

小
さ
い
工
夫
の
積
み
重
ね
が
必
ず
結

果
と
し
て
返
っ
て
く
る
。
土
の
中
で
起

こ
っ
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
か
植
物
の

生
理
を
勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ち
ゃ

ん
と
単
年
の
結
果
と
し
て
返
っ
て
く
る

と
い
う
か
、「Try
（
挑
戦
）＆E

rro
r

（
失

敗
）」
の
繰
り
返
し
が
知
的
ゲ
ー
ム
と

い
う
か
、
非
常
に
面
白
い
で
す
ね
。

■
今
は
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
ん
で
す
か
？

３
シ
ー
ズ
ン
目
に
入
っ
た
ん
で
す

が
、
佐
久
穂
町
で
は
６
・
７
・
９
・
10
月

に
作
り
や
す
い
た
め
見
事
に
鍋
の
季
節

を
外
し
て
い
て
需
要
「
０
」
の
春
菊
を

『
生
で
食
べ
て
お
い
し
い
春
菊
を
作
ろ

う
！
』
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

そ
こ
で
香
り
と
味
の
濃
い
鍋
用
品
種
を

栽
培
研
究
に
よ
り
肥
料
設
計
で
あ
ま
り

苦
く
な
い
栽
培
を
し
、
最
初
は
廃
棄
も

余
儀
な
く
さ
れ
た
が
３
年
目
の
今
年
は

生
産
が
追
い
付
か
な
い
状
態
で
す
。

■
売
り
込
み
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

ん
で
す
か
？

カ
タ
ロ
グ
に
す
ぐ
に
載
せ
ら
れ
る
よ

う
に
ス
タ
ッ
フ
が
考
え
た
レ
シ
ピ
を
グ

ー
グ
ル
の
ウ
ェ
ブ
上
に
文
章
と
画
像
を

ど
ん
ど
ん
載
せ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
！
そ

れ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
自
分
た
ち
で
デ
ザ

イ
ン
を
し
て
、
今
度
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ

リ
ー
ズ
を
作
っ
て
、
そ
の
種
類
が
増
え

て
く
る
と
ロ
ゴ
が
売
り
場
で
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
て
、
今
度
は
相
乗
的
に
ケ
ー

ル
を
栽
培
す
る
よ
う
に
な
り
、
求
め
ら

れ
て
い
な
い
も
の
を
自
分
た
ち
で
作
っ

た
と
い
う
と
こ
ろ
は
チ
ー
ム
が
結
束
す

る
の
に
は
い
い
機
会
で
し
た
ね
。

■
農
場
外
の
チ
ー
ム
づ
く
り
は
？

自
分
の
と
こ
ろ
一
軒
で
は
世
の
中
の

広
が
り
と
し
て
は
無
い
の
で
、
佐
久

穂
町
の
新
規
就
農
者
と
一
緒
に
作
っ
て
、

今
は
５
軒
で
共
同
出
荷
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
栽
培
も
考
え
方
を
一
に
し

て
お
き
、
ゴ
ー
ル
を
決
め
て
お
い
て
、

各
圃
場
の
土
壌
分
析
・
栄
養
価
分
析
に

基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
肥
料
設
計
を
突

き
合
わ
せ
る
。
そ
れ
を
皆
で
共
有
し
て

栽
培
量
を
増
や
し
て
い
っ
て
全
員
上
が

っ
て
い
く
と
い
っ
た
形
が
出
来
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

■
今
抱
え
て
い
る
問
題
は
？

期
間
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
て
く
れ
た
良

い
人
材
に
通
年
雇
用
と
し
て
留
ま
っ
て

も
ら
い
た
い
。
そ
れ
に
は
ま
だ
ま
だ
自

分
は
力
不
足
で
す
。
あ
と
は
物
流
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
は
物
流
便
を
組
め
る
く

ら
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
物
流
の
血
脈

を
整
え
な
い
と
何
も
で
き
な
い
！
そ
れ

か
ら
農
地
の
問
題
で
す
ね
。
子
育
て
を

し
て
い
く
農
業
者
を
育
て
て
い
く
と
し

た
ら
、
こ
の
町
の
場
合
は
畑
地
だ
と
思

う
ん
で
す
。
そ
れ
に
は
休
耕
田
の
排
水

対
策
を
整
え
て
畑
地
化
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す

ね
。
あ
と
は
畦
畔
の
草
刈
で
す
ね
。
畦

畔
の
管
理
が
追
い
つ
か
な
い
の
が
申
し

訳
な
く
、
頭
を
悩
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

や
っ
て
当
然
な
の
で
す
が
、
よ
く
見
る

と
専
業
農
家
さ
ん
ほ
ど
管
理
が
追
い
つ

か
な
い
現
状
も
正
直
あ
る
と
思
う
の
で

す
。
こ
の
時
代
に
、
農
業
一
本
で
食
べ

て
い
く
の
は
本
当
に
難
し
い
。
根
性
で

解
決
す
る
だ
け
で
は
無
理
が
あ
る
気
が

し
て
お
り
ま
す
。
圃
場
内
管
理
と
畦
畔

管
理
を
分
離
し
て
考
え
、
そ
れ
を
外
部

委
託
す
る
形
で
、
請
け
負
う
業
者
さ
ん

も
産
業
と
し
て
成
り
立
つ
形
を
作
れ
な

い
も
の
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
オ
フ

ィ
ス
の
清
掃
業
が
あ
る
よ
う
に
、
フ
ァ

ー
ム
ス
イ
ー
パ
ー
（
農
場
掃
除
人
）
の

よ
う
な
産
業
が
生
ま
れ
て
、
連
携
で
き

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
は
？

大
手
ス
ー
パ
ー
さ
ん
か
ら
も
お
声
が

け
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、
軽
や
か

に
舵
を
取
っ
て
い
く
の
に
中
量
生
産
が

今
の
僕
ら
に
は
合
っ
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
考
え
方
が
共
感
で
き
る
中
量
の
業

者
さ
ん
と
お
付
き
合
い
を
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

　　

農業は Try&Error の繰り返しが農業は Try&Error の繰り返しが

知的ゲームのようで面白い知的ゲームのようで面白い!!!!がんばる
さくほの
チョー民

「のらくら農場」  主宰  萩原 紀行萩原 紀行 さん さん

佐久穂町に新規就農者として移住して22年目の佐口在住の「のらくら農場」主宰・萩原紀行氏。
今では6人の年間雇用を実現している。当町において新規就農者の師として彼を慕って集う若者
も多い。そんな中で農業者のコミュニティーをつくりこの地で農業が「産業」として確立できる
よう日々努力を続けていらっしゃる萩原氏にお話を伺いました。

出荷作業後のスタッフと出荷作業後のスタッフと

本
誌
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
、
そ
の
時
々
の
身
近
な
情
報
を
、
表
紙

の
写
真
に
載
せ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
質
問
者
が
質
問
内
容
を

事
務
局
に
提
出
、
そ
れ
に
対
す
る
答
弁

は
町
長
及
び
担
当
課
長
等
が
作
成
し
て

い
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」
の
一
般
質
問
の
原
稿
に

つ
い
て
は
、
各
議
員
に
原
稿
依
頼
を
し
、

広
報
委
員
は
そ
の
確
認
を
し
な
が
ら
、
他

の
記
事
の
執
筆
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

議
員
が
、
一
般
質
問
で
何
を
町
長
に
問

い
た
だ
し
、
町
長
か
ら
い
か
な
る
約
束

を
取
り
付
け
た
か
見
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
４
３
０
０
部

作
成
し
、
１
部
当
た
り
の
印
刷
製
本
費

は
約
34
円
で
す
。

今
年
も
９
月
号
に
関
し
て
は
、
教
材

と
し
て
９
年
生
に
も
配
付
す
る
予
定
で
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」
に
対
し
て
は
、
熱
い

思
い
が
あ
り
、
よ
り
良
い
広
報
誌
を
作

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
こ
れ
か
ら
も
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
年
代
の
皆

さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
「
見

や
す
い
！
読
み
や
す
い
！
誌
面
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
今
後
も
工
夫
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
編
集
調
査
特
別
委
員  

石
井 

正
行

◆
編
集
後
記
◆

■
新
規
に
農
業
を
目
指
す
若
者
の
為
、

そ
し
て
、
佐
久
穂
町
の
為
、
こ
れ

か
ら
も
新
し
く
で
き
る
面
白
い
農

業
の
発
信
を
お
願
い
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
。   （
聞
き
手　

島
﨑
規
子
）

次回定例会
のお知らせ 次回12月定例会は 1212月月66日木～日木～ 1188日木日木  を予定しております。 皆様の傍聴を心より

お待ちしております。
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